
１３

節足動物の基本体制の理解およびその系統進化に伴う
変遷は大変興味深いテーマであり、多くの議論がなされ
てきた。節足動物の体は基本的に体節の繰り返し構造で
あり、その各体節は背方を背板、腹方を腹板、そして側
方を側板および付属肢に覆われているとされるが、これ
らの起源に関しては分類群や研究者により見解が異なっ
ている（cf.Snodgrass,１９５２;Matsuda,１９７０）。
このような状況の中で、「多足類（＝唇脚綱＋倍脚綱

＋少脚綱＋結合綱）」は、節足動物の高次系統の議論を
行う上で最も解釈が分かれる一群である一方で（e.g.,
Snodgrass,１９３８;Dohle,１９８８;BruscaandBrusca,１９９０;
Kraus,１９９７;RegierandShultz,２００１;Giribetetal.,２００１;
Pisanietal.,２００４）、想定される祖先的体制すなわち同規
的体節制をはじめ、節足動物において祖先的とされる形
質を多くとどめていることから、節足動物の基本体制の
理解およびその系統進化に伴う変遷を考察する上で、大
変高いポテンシャルをもつ重要なグループである。この
ような議論において発生学的知見は必須であるが、多足
類に関してこれまでに行われてきた発生学的研究は少な
くないものの（e.g.,Zograff,１８８３;Heymons,１９０１;Knoll,
１９７４;Hertzel,１９８４;HughesandKaufman,２００２a,b;
KadnerandStollewerk,２００４;Chipman etal.,２００４;
ChipmanandStollewerk,２００６）、厳密な形態学的議論を
展開するには、特に唇脚綱における形態形成過程に関す
る知見が不十分である

以上の背景から、本研究では、セスジアカムカデ
ScolopocryptopsrubiginosusL.Koch（唇脚綱：オオムカデ
目・メナシムカデ科）を材料として、その胚発生・後胚発
生を通じて形態形成過程を詳細に観察・検討した。その
結果、以下のように特筆すべき知見が得られた。１）本
種において、背板は胚盤葉に直接由来する背膜
membranadorsalisおよび胚帯の付属肢背方領域（背板原

基）に由来する二元起源であることが明らかになった。
これは節足動物における祖先型と考えられる（cf.
Machidaetal.,２００２）。なお、これまでに他の唇脚綱で報
告のある背器の形成（Heymons,１９０１）は、本種において
は認められない。２）本種において、側板は下記の腹板
形成に参加しなかった付属肢亜基節領域由来であること
が明らかになった。これは様々な議論があった唇脚綱の
側板の起源（Heymons,１９０１;Verhoeff,１９０５;高桑，１９４０;
Snodgrass,１９５２;Matsuda,１９７０）への明確な初めての言及
である。３）本種において、腹板は付属肢亜基節の腹側
領域、腹器の痕跡である腹板原基、および腹膜
membranaventralisに由来する三元起源であることが明
らかになった。これは、多足類の腹板形成に亜基節要素
が参加することを初めて示したものである。また、前腹
板は側板起源であることも明らかにした。
節足動物の原始的系統群の一つと目される唇脚綱にお

ける今回の知見は、節足動物の基本体制の考察において
大変重要である。
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